
　農林水産物などの地域資源を有効に活用し、農林漁業者（１次産業従事者）が

これまでの原材料供給だけでなく、自ら連携して加工（２次産業）・流通や販売（３次産業）に取り組み、

経営の多角化と健全化を進めることで、農山漁村の雇用確保や所得の向上を目指すことを

１次×２次×３次＝６次産業化といいます。

　また、農林漁業者と商工業者がお互いの技術やノウハウを持ち寄り、

新しい商品やサービスの開発・提供、販路の拡大などに取り組むことを、農商工連携といいます。

こうした６次産業化や農商工連携の取り組みは、地域の活性化につながることが期待されています。

富 士 山 に 見 守 ら れ 、

駿 河 湾 や 愛 鷹 山 な ど 豊 か な 自 然 に 恵 ま れ た 沼 津 市 。

中 心 市 街 地 に は 商 業 や サ ー ビ ス 業 が 集 中 し て い ま す が 、

そ の 周 辺 に は 農 業 や 漁 業 、畜 産 業 な ど

「 食 」を 支 え る 産 業 に 取 り 組 ん で い る 人 が た く さ ん い ま す 。

そ の 中 に 、自 分 た ち の 作 っ た も の を 直 接 消 費 者 に 届 け た い と い う 想 い か ら 、

新 た な 取 り 組 み に 挑 戦 し て い る 生 産 者 が い ま す 。

そ ん な「 ヌ マ ヅ の ツ ク リ テ 」の 皆 さ ん を 紹 介 し ま す 。
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